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『国際文化ジャーナル』（第２１号）投稿の呼びかけ

　本ジャーナルは、龍谷大学国際文化学会に所属する教員と学生を主な対象として、教員と学生、あるいは学生間のコミューニケーションを目的とした記事を掲載しております。読者の大半が学生でありますが、他大学、民間企業などにも配布しています。

　本号では、学生編集委員による誌面作りを推し進め、教員だけでなく学生による投稿も歓迎しています。個人研究だけでなく、ゼミ活動報告、国際交流など、広く国際学部の現在を知ることのできる情報を掲載したいと願っています。どうか奮って原稿をお寄せください。

　

記

『国際文化ジャーナル』投稿要領

1． 投稿は、論文、評論、調査報告、随想、ゼミ活動報告など、研究・教育・学園生活などに関係した原稿とします。

2． 投稿は、すべて未発表のものに限ります。また、長い投稿の場合、編集の都合で、短縮していただくようお願いすることもあります。

3． 英語その他の外国語による投稿の場合、日本語のタイトルと短いサマリーをつけて下さい。

4． 日本語の投稿には英語のタイトルを添付して下さい。

5． 掲載された原稿については、原稿料を支払います。

6． 掲載された原稿の抜刷５０部を無償で提供します。

7． 掲載は、編集委員会が判断します。

　以 上
第２１号関連投稿要項

・提出期限：2016（平成28）年10月21日（金）締切厳守
・編集委員：長尾　明子（和427研究室）nagao@world.ryukoku.ac.jp
・提出場所：紫英館2F　研究部（深草）
・提 出 物：印刷原稿、執筆者データシート、銀行振込依頼書、データ（CD-Rなど）

・執筆者データシート：原稿提出の際は必ず、別添の「国際文化ジャーナル第２１号執筆者データシート」にご記入の上、ご提出ください。

・注意事項：投稿希望の学生は、担当教員の許可が必要です。学生諸君は、原稿提出前に必ず基礎ゼミまたはゼミの先生に見てもらって下さい。

・校    正：各自が責任をもって行ってください。ただし、連絡の都合で編集委員会が行うこともあります。

・原 稿 料：刷り上がり１ページ当たり2,000円です。ただし上限30,000円とし、それ以上はお支払いできません。

・編集発行：龍谷大学国際文化学会　国際文化ジャーナル編集委員会

・発刊予定：2017（平成29）年3月（予定）

・印　　刷：協和印刷（株）（予定）

「執筆のしおり」

　『国際文化ジャーナル』の編集は龍谷大学国際文化学会国際文化ジャーナル編集委員会があたっています。よりよい原稿をご執筆いただくために、この「執筆のしおり」をご参考にしていただきたいと存じます。

現在、記事は概ね次のように分類できます。

（1）学術的話題に関する新書的解説記事

（2）随想記事、エッセー

（3）学生の広場：学生による報告、体験記、感想など

（4）就職関連の記事

　執筆に関してご配慮いただきたいことは、それぞれの記事によって異なりますが、おおよそ次のようにまとめられます。

学術的話題に関する新書的解説記事

　新書的というのは『国際文化研究』に集録しているような、研究者を対象とした学術的研究ではなく、一般の方、あるいは学生会員を対象に、分かりやすく専門分野を解説するということです。たとえば、これは大学１年生を対象に専門分野としての『応用言語学』を90分で講演をされる原稿のことを意味しています。内容を限定して、十分な説明がなされるようご配慮下さい。専門用語など、記事の途中に解説を入れると間延びするような場合、付録などに別途まとめて説明するなども方策の一つでしょう。わかりやすく書くとページ数が制限を越すような場合、2つ以上の号にまたがって掲載（連載）することも可能ですので、編集委員にご相談下さい。

随想、エッセー、体験記、感想記事

　次のようなことに注意してご執筆をお願いいたします。

a）差別的な表現が含まれていないか。

b）記事の対象となった人が侮辱と感じるような表現が含まれていないか。

c）事実でない、あるいは伝聞によるため裏付けがとれていないような事柄をあたかも事実であるかのように記述していないか。

d）記述が不明確なため、誤解を与えるような表現はないか（たとえば、旅行記事などで「＊＊人はどうこう」という表現がよく使われるが、「＊＊人」すべてがそうであるかのような印象を与える表現になっていないか）。

表題

　できるだけ記事の内容がわかり、魅力的な表題を付けるようにお考え下さい。副表題を付けることも一つの方策です。たとえば、「学外実習を終えて」のような表題には、実習内容あるいは強く印象に残ったことなどを副表題として入れるなどが考えられます。

体裁

　『国際文化ジャーナル』既刊号の体裁を参考にして下さい。基準構成は1ページ2段組で、写真、図は大きさに係わらず１段にはいる大きさに編集します。図・写真の挿入場所を原稿右側に指示して下さい。パソコンご使用の場合は、刷り上がりと同様の体裁でプリントし、出来映えをお確かめ下さい。原稿はデータ（CD-R等）とプリントアウトしたものでお願いします。

　図・写真図・写真はそのまま印刷できるような鮮明なものをご提出お願いいたします。図は業者にトレースしてもらうことも可能ですが、明確な下図をご提出下さい。写真は白黒でも結構です。

文の構成　

　とにかく長い文を避けるようお願いいたします。適当なまとまりで段落を付けること、文（「。」から「。」まで）ができれば60字以内、長くても100字を越さないようにすること、句読点「、」を、係り受けがわかりやすくなるように入れることなどについてご配慮お願いいたします。

　たとえば、

a) 接続詞の利用：「まず、」「つぎに、」「さらに、」「しかし、」「それゆえ、」「したがって、」などの接続詞により文を分けるとともに、文の間のつながりがわかるようにする。この際、接続詞の後には、「、」を入れる。

ｂ）句読点「、」の利用：「・・・であるが、」「・・・であるので、」「・・・するため、」「・・・して、」のように、１つの主語と述語からなる文をめどとして「、」を入れる。ただし、名詞を修飾する句を「、」により名詞と切り離すこと（「地球の環境を守り人類の福祉を向上させることを目的とする、研究がさらに発展することを期待し・・・」など）は、一般の区切りとまぎらわしいので、できるだけ避ける。助詞の「は」によって人物・物事を限定する場合は、「彼は、・・・」のように「、」で区切る。

